
　令和 2 年 7 月 15 日 ( 水 ) に開催された第 19 回通常総代会では、令和元年度事業報告をはじめ、令和 2 年度の事
業計画等について審議が行われました。当日は総代 123 名 ( 本人 23 名、書面 100 名）の皆様にご出席いただき、
提出された議案は全て可決承認されました。

間宮組合長挨拶より
今年は梅雨前線の長期間にわたる停滞により、九州地

方や長野県、岐阜県において豪雨災害が発生しました。
1日も早い復旧復興を念ずるところであります。
　そのような中、農業保険制度の重要性が増しておりま
す。当組合としても力を入れて収入保険の加入推進に努
めております。この制度は基準収入の約9割の補償が受
けられるということであり、コロナ状況下において他業
種の方にこのような保険があったら加入するかと訊ねる
と「絶対加入する」と言われます。
　収入保険の加入状況につきましては、6月末現在、令
和2年度新規加入36経営体を含む94経営体の農業者に加
入いただいている状況です。令和4年には全国で10万経
営体が目標になっており、本県においては2,816経営体
が最終目標となっております。支払い関係では令和2年7
月8日時点で、保険金・特約補填金30戸１億3,260万円
を支払っており、加入者には前払いの要素もあるつなぎ
資金の支払いもあるので大変喜ばれております。

第 19回通常総代会

　また、昨年秋に襲来した台風15号・19号の影響では
ハウスが倒壊する等甚大な被害が発生し、園芸施設共済
で約4,000万円、建物共済で約7,700万円、合計で１億
1,700万円をお支払いしております。事業収支として
は、農作物共済、果樹共済事業において剰余金を計上し
て黒字となりましたが、家畜共済で約2,700万円、園芸
施設共済で約1,500万円、任意共済で約2,200万円の赤
字となりました。
　農業者の方々に信頼される農業共済を目指し、今後も
引き続きコンプライアンス態勢の強化に務め、適正で効
率的な事業運営をするとともに、近い将来に向け更なる
組織体制強化のため、支所の統廃合を検討してまいりた
いと考えております。
　また、農家の方と農業共済組合との接点強化は重要で
あり、総代の皆さまや共済部長の方々との接点強化に努
め信頼関係を築き、無保険者をなくすために役職員一丸
となり事業推進をしてまいります。

会場の様子神奈川県環境農政局　小澤農政部長 全国農業共済協会　伊藤事務局長

議長　京浜地区　長谷川氏間宮組合長理事

第１号議案
第２号議案
第３号議案
第４号議案
第５号議案
第６号議案
第７号議案
第８号議案
第９号議案
第10号議案
第11号議案
付帯決議

令和元年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案及び不足金処理案承認の件
令和2年度事業計画並びに業務収支予算書（案）承認の件
令和2年度事務費賦課額並びに徴収方法承認の件
定款一部変更に関する件
事業規程一部変更に関する件
役員、顧問弁護士、損害評価会委員、損害評価員、家畜診療所運営委員及び共済部長報酬額承認の件
借入金最高限度額決定に関する件
資金預入先金融機関指定承認の件
損害評価会委員等選任の件
保管中農産物補償共済に係る料率設定に関する件
保管中農産物補償共済の全国連合会への再保険実施に係る手続きに関する件

自然災害等で減収 市場価格が下落 災害で作付不能 けがや病気で収穫不能

倉庫の浸水被害 取引先の倒産 盗難や運搬中の事故 為替変動で大損

情報ネットワーク
農業者の経営努力では避けられない収入減少が補償の対象です！

に加入しましょう！

農業共済・ナラシ対策などの類似制度との掛金や補てん金の比較ができます！
各種試算はNOSAI神奈川HPから！
NOSAI神奈川のホームページはこちら⇒http://www.nosai-kanagawa.jp/

収入保険

加入できる方

※保険期間開始前に加入申請を行います。
※加入申請時に、青色申告実績（簡易な方式を含む）が 1年分あれば加入できます。
※収入保険と、農業共済、ナラシ対策などの類似制度は、どちらかを選択して加入します。
令和 3年 1月からは、当分の間の特例として、野菜価格安定制度の利用者が初めて収入保険に加入
する場合、収入保険と野菜価格安定制度を同時利用（1年間）することができます。
※同時利用される方は、収入保険の保険料等と野菜価格安定制度の生産者の負担金の両方を支払います。
※また、収入保険の保険期間中に、野菜価格安定制度の補給金を受け取った場合、収入保険の補てん金
の計算上、その金額を控除します。

青色申告を行っている農業者（個人・法人）が対象です。

保険期間

税の収入算定期間と同じです。　個人：1 月～ 12 月　法人：事業年度の 1年間

補 償 内 容

保険期間の収入（農産物の販売収入）が、基準収入の 9 割を下回ったときに、下回った額の 9 割を上
限に補てんします。
※基準収入は、過去 5 年間の平均収入（5 中 5）を基本に、保険期間の営農計画も考慮して設定（規模
拡大など上方補正）
※毎年の農産物（自ら生産したもの）の販売収入は、青色申告決算書等を用いて整理します。
※農産物の販売収入には、精米、仕上茶などの簡易な加工品の販売収入も含められます。
※肉用牛、肉用子牛、肉豚、鶏卵は対象外です。

補償内容など詳しいことは、神奈川県農業共済組合にお問い合わせください。
本所：0463-94-3211 東部支所：045-392-0038 西部支所：0465-82-0138 北部支所：042-784-8500

収入保険加入者の声を
ご紹介します！

【周りの農家さんにも
勧めたい】

富塚園芸

富塚　哲義さん･祐介さん（平塚市）
経営内容：トマト20㌃

【安心して規模拡大ができる】
宮上　透さん（足柄上郡開成町）

経営内容：サトイモ 90 ㌃、スイートコーン 55 ㌃、
　　　　　オクラ 15 ㌃、露地野菜 90 ㌃
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様々なリスクから農業経営を守ります！
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